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【緒　　言】
近年，教育界では様々な課題を解決するために「実践
的指導力」が求められている。多くの教員養成系大学や
学部においては，その力を育成する方法として，教育実
習前に多くの模擬授業を積極的に取り入れて実践してい
る。本学部においても，教育実習前に「各教科の指導方法」
や「各教科の教材研究」などの授業を通して，その育成
に関わっている。また，「体育」「音楽」「図画工作」「家
庭科」などの技能教科については，実際の実技や活動を
通して，学生が自ら体験・経験を積んでいる。
小学校体育科における目標は「心と体を一体としてと
らえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を
通して，生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基
礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図
り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。」（文部科学
省，小学校学習指導要領解説体育編，2008年）と示され
ている。これを実現するためには，発達段階に応じて運
動することの意味や意義を理解するとともに，実際に身
体を使って様々なスキルや感覚を身につけることが重要
となる。単に体育の授業を受けていれば，この目標が達
成されるわけではなく，教師，児童生徒，教材の 3 つの
関係性が重要となる。いわゆる「よい体育授業」の実践
が必要となってくる。鈴木（2007） や野津・後藤（2011）
の先行研究において，「よい体育授業」の実践には教師
の力量がとても重要であることが指摘されている。
前述したように本学部では，教育実習前に各教科の指
導方法と関連する「教科教育法」や「教材研究」の科目
を履修する。体育科・保健体育科では，「小学校体育科
教育法」「小学校体育」「保健体育科教育法」「保健体育
科教材研究」という科目を設定し，体育・保健体育を教
える人として必要な資質や能力の育成に取り組んでいる。
ここではおもに小学校での体育に着目する。本学部で
開講されている「小学校体育科教育法」の授業におい
て（表 1 参照），「体育」の必要性や内容について講義・
実技がなされている。この授業では，小学校体育科が目
指す教科目標を理解し，体育授業をつくるために必要な
授業構成力と教材開発力などを身につけることが目的で
ある。その中でも，「よい体育授業の条件」については，
これまで主に体育科教育学領域において様々な研究がな
されてきた。授業を受ける子どもの立場から研究が進め
られ，その結果として，高橋・岡澤（1994）が「よい体
育授業成立の条件」として，①基礎的条件（授業の目標
や内容，方法についての考え方や形式にほとんど関係な
く，全ての授業に常に要求される条件），②内容的条件
（基礎的条件の上に機能し，目標や学習内容の設定，教
材や教具の工夫と提供，学習過程や学習形態の適用，説
明・演示・発問などの指導方略），以上の 2 つに大きく
分類している。長谷川（2003）による先行研究では，模
擬授業の経験を積むことで基礎的条件に当てはまる教授
技術の向上がみられたと報告されている。
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本研究では，学校現場における「よい体育授業の条件」に関して，小学校での教育実習を実施する直前の大学生（ 3
年生）および体育を専門とする大学生（ 1 年生）を対象として質問形式で回答を求め，先行研究との比較からそれぞ
れの特徴を明らかにした。その結果， 3 年生ではこれまでの体育授業の経験や大学での教職及び教科に関する履修な
どから，基礎的条件である「学習の雰囲気」とその他である「楽しさ」と「安全面」の記述が多くみられた。 1 年生
ではその他である「楽しさ」，基礎的条件である「学習の雰囲気」，内容的条件である「学習目標の明確化」の記述が
多くみられた。これらの結果は，これまで児童・生徒として授業を受ける側から記述されたものが多いと思われる。
3 年生は，これからの教育実習に向けて教える側（教員として）からも検討されていることが伺えた。今後は，受講
生の認識も踏まえ，よりよい体育授業の実践を目指し，授業内容やカリキュラムの構成などを検討していく必要がある。
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【目　　的】
本研究の目的は，小学校教員を目指す「小学校体育科
教育法」の受講生および中学校の保健体育教員（小学校
教員も含む）を目指す体育を専門とする受講生が，これ
まで受けてきた体育の授業（小学校，中学校，高等学校）
経験や授業で学んだ知識を通して考える「よい体育授業」
の内容を明らかにすること。さらに，学年による比較・
検討から各学年の特徴を理解・把握し，よりよい体育授
業の実践ができるように講義の内容等を精選していくこ
とである。
【方　　法】
1．対象者
Ｃ大学教育学部で開講されている「小学校体育科教育
法」の受講生（ 3 年生）55名，および体育科で開講され
ている「新入生セミナー」の受講生（体育科選修・保健
体育専攻 1 年生）29名を対象とした。
2 ．調査期間
2017年 4 月における最初の授業で実施した。
3 ．調査内容
「よい体育授業とは？その条件や内容について記述し
なさい。」という設問に対して，自由記述方式で回答を
求めた。
4 ．データ収集・分析
自由記述形式で得られた内容を，高橋・岡澤（1994）
が示した「よい体育授業を成立させる条件（①基礎的条
件，②内容的条件）」に該当する記述を抽出し，その記
述数を集計した（表 2 参照）。なお， 2 つの条件に加え，
記述数がある程度集計できた項目については，「その他」
とした。例えば，「運動量が大切」といった記述は「基
礎的条件の①学習従事時間の確保」，「めあて・ねらいが
はっきりとしている」といった記述は「内容的条件の①
学習目標の明確化」に分類された。なお，分類が困難な
記述については，分析対象から除外した。
【結果及び考察】
1． 3年生の特徴（表 2 参照）
まず， 3 年生の結果としては，55名から200個の記述
が得られた。一人あたり約3. 6個の記述であった。全体
として，基礎的条件が23％，内容的条件が40％，その他
が37％の割合であった。各項目についてみると，上位を
占めたのは「楽しさ」，「学習の雰囲気」，「安全面」，「学
習目標の明確化」であり，おおよそ70％の割合であった。
さらに，割合は少ないものの（ 3 ％），「その他③学級づ
くり」の視点が取り入れられていた。
2 ． 1 年生の特徴（表 2 参照）
1 年生の結果としては，29名から88個の記述が得られ
た。一人あたり約 3 個の記述であった。全体として，基
礎的条件が27％，内容的条件が37％，その他が36％の割
合であった。各項目についてみると，上位を占めたのは
「楽しさ」，「学習の雰囲気」，「学習目標の明確化」，「教
師の指導性」であり，おおよそ80％の割合であった。 3
年生と比較して「安全面」に関する割合が低い傾向（ 3 ％）
であった。
表 1　小学校体育科教育法の授業計画・授業内容
第 1 回 オリエンテーション
第 2 回 体育科を学ぶ意義
第 3 回 小学校体育科の目標と内容
第 4 回 遊びを含む体育実技
第 5 回 小学校体育の現状（教育実習での実際)
第 6 回 体育科の運動領域
第 7 回 体育における様々な取り組み（教育新聞を中心に）
第 8 回 よい体育授業の条件
第 9 回 体育科の学習過程
第10回 体育科の学習形態
第11回 様々な指導方法（1）
第12回 様々な指導方法（2）
第13回 様々な指導方法（3）
第14回 保健領域について
第15回 小学校体育科の課題
第16回 試験
表 2　学年による記述数と割合の比較
よい体育授業の成立条件 3 年生 1 年生
基礎的条件
①学習従事時間の確保
7
（ 3 %）
3
（ 3 %）
②学習の規律の確立
4
（ 2 %）
1
（ 1 %）
③学習の雰囲気
36
（18%）
20
（23%）
内容的条件
①学習目標の明確化
31
（16%）
17
（19%）
②教材・教具の工夫
8
（ 4 %）
2
（ 2 %）
③学習方法のスタイル
21
（11%）
4
（ 5 %）
④教師の指導性
18
（9%）
10
（11%）
その他
①安全面
32
（16%）
4
（ 5 %）
②楽しさ
36
（18%）
27
（31%）
③学級づくり
7
（ 3 %）
0
（ 0 %）
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3 ．学年による類似点・相違点
全体的にみると，やはり「楽しさ」に関する項目の割
が最も多く，どちらの学年においても，体育は「楽しさ」
がキーワードになることが改めてわかった。これは，学
習指導要領の変遷に関係していると考えられる。体育科
の目標は「新体育の目標」，次に「体力づくりを重視し
た目標」，さらに現在では「楽しさを重視した目標」と
変化してきており，受講生が受けてきた内容を反映した
結果となっている。ただし，体育の場合，種目や個人な
どの要因で「楽しさ」のとらえ方が異なり，個性が尊重
される今後はさらに個に根ざした「楽しさ」に関して考
えていく必要がある。
また，「安全面」に関しては， 3 年生と 1 年生で大き
く異なる結果となった。これは，体育を専攻とする 1 年
生は，「安全面」に配慮していないわけではなく，大前
提として「安全面」をとらえて，その上で「よい体育授
業」にするための条件を考えていると思われる。 3 年生
は，半年後に控えた教育実習を見据えて，体育の授業
を考える上では絶対的条件として挙げられたと考えられ
る。特に， 3 年生は体育を専門とするわけではなく，ど
ちらかといえば体育は好きであるが苦手という学生も多
く，教育実習での指導者の立場及び体育が苦手な子ども
の立場の両方から考えることができた結果だと思われる。
「学級づくり」の項目に関しても，前述したように 3
年生はすでに教職に関して 2 年間の履修を終えており，
指導者の立場でとらえることができた。反対に， 1 年生
は入学した段階であり，教職の希望は強いものの，教職
に関する知識は不足しており，これまでの経験の中でと
らえている結果が示された。
さらに，3 年生と1 年生ともに「学習従事時間の確保」
の割合が低かった。体育では，まず運動量の確保が重要
であるといわれているにもかかわらず，このような結果
になったのは今後の検討課題ではあるが，先行研究で報
告されているように，基礎的条件に関する教授技術の向
上は，模擬授業の積み重ねが重要であり，やはり模擬授
業を十分に体験できる授業計画・内容を考える必要がある。
【まとめ】
本研究においては，教職を志望する受講生を対象に，
「よい体育授業」についての認識度を明らかにした。そ
の結果，「楽しさ」というキーワードが最も多く挙げら
れた。さらに，教育実習を控えた 3 年生は，大学での模
擬授業などの履修から指導的立場からも体育をとらえる
ことができていた。入学間もない 1 年生は，どちらかと
いえば児童生徒の立場として，体育をとらえている傾向
であった。今後は，よりよい体育授業を実践するために
指導的立場（教員）および児童生徒の立場，両方の観点
から客観的に授業を観察・分析できる模擬授業を体験・
経験することが大切である。
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